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第６－① 幼児教育や家庭教育を支援する

取組３８ 企業やＮＰＯ等と連携した家庭教育の推進

○ 現状
近年、核家族化やライフスタイルの変化等により、家庭の教育力の低下が指摘されています。家庭は、教育

の原点であり、子どもの基本的な生活習慣やマナー・ルール、善悪の判断など基本的倫理観や自制心等をはぐ
くむ上で重要な役割を担っています。本県では、企業やＮＰＯ(※)等と連携した家庭教育を推進しています。

・企業と連携した家庭教育の推進
ぐんま家庭教育応援企業登録制度は、家庭教育の充実

に向け、従業員の家庭教育を応援する県内の企業等を登
録し、その取組を県ホームページで広く県民に紹介する
ことで、企業と連携した「あったか家庭」づくりを進め
ています。

・ＮＰＯ等と連携した家庭教育の推進
本県では、多くのＮＰＯやボランティア団体などが教

育や福祉等の多様な分野で活躍しています。これらのＮ
ＰＯ等と連携して子育てに関する講座や親子が触れ合う
イベント等を開催し、家庭教育の推進に取り組んでいます。

※ NPO（Non Profit Organization）は、ボランティア活動などの社会貢献活動を行う、営利を目的としない
団体の総称です。

○ 課題
・保護者が子どもと過ごす時間を増やすなど、家庭教育に取り組みやすい環境をつくること
・子育てや家庭教育に取り組むＮＰＯ等との連携を推進すること

○ 取組の方向
・ぐんま家庭教育応援企業登録制度や家庭教育応援フォーラムの開催などにより、企業の家庭教育に対す
る関心を高め、社会全体で子どもを育てる機運を醸成します。

・子育てや家庭教育に取り組むＮＰＯ等と連携して家庭教育を推進します。

○ 主な事業の概要

事業の概要 担当部署

・ぐんま家庭教育応援企業の登録促進
従業員の家庭教育支援を行う企業を登録し、県ホームページを通じて各企業 生涯学習課
の取組を周知します。

・家庭教育応援フォーラムの開催
家庭教育の推進に係る企業・ＮＰＯ・学校等とのより一層の連携を図るため 生涯学習課
に講演やパネルディスカッション等を実施します。

○ 達成目標

目標の概要 基準年度の状況 目標年度の状況
（H２５）

・ぐんま家庭教育応援企業登録数 （H20.12.1）
281社 400社

ぐんま家庭教育応援企業
登録企業数 ２８１社
（H20.12.1現在）

取組例
・従業員及びその家族の「早寝早起き朝ごは
ん運動」を推進します。
・子どもが寝る前には、毎晩読み聞かせをす
るよう従業員に呼びかけます。
・従業員が学校行事・地域行事に参加しやす
い職場環境づくりに努めます。


